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新年明けまして、おめでとうございます。皆様方には、お健やかに新年を迎えられたことと、お慶び

申し上げます。昨年は、手話奉仕員・手話通訳者、及び要約筆記奉仕員の養成講座の開講、並びに派遣

事業をはじめ、各種講習会の開催など、当センターの事業運営に対しまして、温かいご支援・ご協力を

賜り厚く御礼申し上げます。 

さて昨年は、オリンピック・パラリンピックが中国北京で開催され、私達に感動と勇気を与えてくれ

た明るい話題があった年でもありましたが、一方では、事故米の不正転売や、なお後を絶たない産地偽

装等、食品に対する不安、又世界的金融危機による金融・経済不安や、景気の後退による雇用不安等、

様々な不安を抱えて年を越しました。新しい年は我慢と、節約志向が一層高まると言われているなかで、

早急な景気の回復とともに、現在検討されている「障害者自立支援法」の抜本的な見直しにより、障害

者が健康で、安心して生活できる環境体制の整備を願うところであります。 

今年も、より多くの皆様方に利用されるセンターにと、職員一同決意を新たにしているところであり

ますので、昨年同様当センターに対しまして一層のご支援・ご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

和歌山県聴覚障害者情報センター 

所長 山下 隆之 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

 
平成２０年度手話奉仕員養成講座 入門・基礎課程修了について 

 和歌山市（入門）と田辺市（基礎）で実施していました標記講座が、昨年１１月修了しました。 

 各１０回実施し、入門課程３９人中２６人、基礎課程３７人中２０人の方に修了書が授与されました。 

平成２０年度要約筆記奉仕員養成講座 基礎課程修了について 

 今年度もパソコンコースと手書きコースに分かれて講座を実施し、昨年１２月全１０回の基礎課程を

修了しました。パソコンコース８人中８人、手書きコース７人中７人の方に修了書が授与されました。 

 なお、修了者を対象にした応用課程が１２／1０から始まり、全７回実施しています。 

平成２０年度聴覚障害者ＩＴ講習会 修了について 

 IT 講習会を初級３回・中級６回で開催しました。参加延べ人数は、初級が

９名、中級が２３名でした。来年度も開催を予定していますので、ご意見・ご

感想などお待ちしています。 

平成２０年度文化教室について 

 今年度は「悪質商法」「レザークラフト」「そば打ち」「介護保険」「編み物」

「ヨガ」「フラワーアレンジメント」の全９回の講座を開催しました。参加延

べ人数は、 ７３人でした。来年度も様々な内容で開催を予定していますが、

皆様のご意見をお聞きして検討していきたいと思いますので、よろしくお願い
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します。 

 

 

 

 

～裁判員制度について～ 平成２１年５月２１日スタート！ 

 もうご存じの方も多いと思いますが、裁判員制度が平成２１年５月２１日にスタートします。聴覚

障害者であっても、裁判員としての職務遂行に著しい支障がなければ、裁判員になることができま

す。例えば、証拠として録音テープが提出されており、録音された音がどのように聞こえるかを直

接聴いてみなければ十分に心証を形成することができないような事件では、障害の程度によっては

裁判員になることができない場合に当たることがあり得ます。裁判員としての職務遂行に著しい支

障があるかどうかは、事案の内容や障害の程度に応じて個別に判断されることになります。 

 スタートに向けて各団体では勉強会等が行われていますが、今回の「３・３より」では、改めて

裁判員制度がどのような制度なのか？についてご紹介させていただきます。 

裁判員制度とは・・・ 

 これまでの刑事裁判は、裁判官３人で行われていましたが、制度が導入されると裁判官３人＋裁判員

６人で被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのような刑にするかを裁判官と一緒に決めてもらう制度で

す。 

 

 

               導入後             裁判官３人 

                 

      

裁判官３人 

 

      現 行                       裁判員６人※ 

※裁判員は、衆議院議員の選挙権を有する方（２０歳以上）であれば、原則として、誰でもなること

ができます。ただし、次のような方は、裁判員になることができません。 

１．欠格事由（裁判員法１４条）＝一般的に裁判員になることができない人…①国家公務員法３８条

の規定に該当する人（国家公務員になる資格のない人）②義務教育を終了していない人（義務教育を終

了した人と同等以上の学識を有する場合は除く。）③禁錮以上の刑に処せられた人 ④心身の故障のた

め裁判員の職務の遂行に著しい支障のある人 

２．就職禁止事由（裁判員法１５条）＝裁判員の職務に就くことができない人…①国会議員、国務大

臣、国の行政機関の幹部職員 ②司法関係者（裁判官、検察官、弁護士など）③大学の法律学の教授、

准教授 ④都道府県知事及び市町村長（特別区長も含む。）⑤自衛官 ⑥禁錮以上の刑に当たる罪に

つき起訴され、その被告事件の終結に至らない人 ⑦逮捕又は勾留されている人など 

３．事件に関連する不適格事由（裁判員法１７条）＝その事件について裁判員になることができない

人…①審理する事件の被告人又は被害者本人、その親族、同居人等 ②審理する事件について、証人

＋ 
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又は鑑定人になった人、被告人の代理人、弁護人等、検察官又は司法警察職員として職務を行った人

など 

４．その他の不適格事由（裁判員法１８条）…その他、裁判所が不公平な裁判をするおそれがあると

認めた人は、その事件について裁判員になることができません。 

 

裁判員制度の対象となる事件は、代表的なものをあげると、次のようなものがあります。 

・ 人を殺した場合（殺人） 

・ 強盗が、人にけがをさせ、あるいは、死亡させてしまった場合(強盗致死傷） 

・ 人にけがをさせ、死亡させてしまった場合（傷害致死） 

・ 泥酔した状態で、自動車を運転して人をひき、死亡させてしまった場合（危険運転致死） 

・ 人の住む家に放火した場合（現住建造物等放火） 

・ 身の代金を取る目的で、人を誘拐した場合（身の代金目的誘拐）  

・ 子供に食事を与えず、放置したため死亡してしまった場合（保護責任者遺棄致死） 

裁判員の選ばれ方 

① 前年の秋頃・・・裁判員候補者名簿を作ります。各地方裁判所ごとに、管内の市町村の選挙管理委

員会がくじで選んで作成した名簿に基づき、翌年の裁判員候補者名簿を作成します。 

 

② 前年１２月頃まで・・・裁判員候補者名簿に記載されたことを候補者に通知します。この段階では

すぐに裁判所へ行く必要はありません。また、就職禁止事由や客観的な辞退事由に該当しているか

どうかなどをたずねる調査票を送付します。 

調査票を返送してもらい、明らかに裁判員になることができない人や、1 年を通じて辞退事由が認

められる人は、裁判所に呼ばれることはありません。 
 
③ 事件ごとに裁判員候補者名簿の中から、くじで裁判員候補者が選ばれます。 

 

④ 原則、裁判の６週間前まで・・・くじで選ばれた裁判員候補者に質問票を同封した選任手続期日の

お知らせ（呼出状）を送ります。裁判の日数が 3 日以内の事件（裁判員裁判対象事件の約 7 割）で

は、1 事件あたり 50 人程度の裁判員候補者にお知らせを送る予定です。質問票を返送してもらい、

辞退が認められる場合には、呼出しを取り消しますので、裁判所へ行く必要はありません。 

 

⑤ 裁判の当日・・・裁判員候補者のうち、辞退を希望しなかったり、質問票の記載のみからでは辞退

が認められなかった方は、選任手続の当日、裁判所へ行くことになります。裁判長は候補者に対し、

不公平な裁判をするおそれの有無、辞退希望の有無・理由などについて質問をします。候補者のプ

ライバシーを保護するため、この手続は非公開となっています。 

 

⑥ ６人の裁判員を選任・・・最終的に事件ごとに裁判員 6 人が選ばれます（必要な場合は補充裁判員

も選任します）。通常であれば午前中に選任手続を終了し、午後から審理が始まります。 

裁判員の仕事や役割とは・・・ 

1 公判に立ち会う 

  裁判員に選ばれたら、裁判官と一緒に、刑事事件の法廷（公判といいます。）に立ち会い、判決ま

で関与することになります。 
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 公判は、連続して開かれます。公判では、証拠書類を取り調べるほか、証人や被告人に対する質問

が行われます。裁判員から、証人等に質問することもできます。 

2 評議、評決 

証拠を全て調べたら、今度は、事実を認定し、被告人が有罪か無罪か、有罪だとしたらどんな刑に

するべきかを、裁判官と一緒に議論し（評議）、決定する（評決）ことになります。 

 評議を尽くしても、意見の全員一致が得られなかったとき、評決は、多数決により行われます  

（ただし、裁判官、裁判員のそれぞれ 1 名以上の賛成が必要）。 

 有罪か無罪か、有罪の場合の刑に関する裁判員の意見は、裁判官と同じ重みを持ちます。 

3 判決宣告・裁判員の任務終了 

評決内容が決まると、法廷で裁判長が判決を宣告することになります。 

 裁判員としての役割は、判決の宣告により終了します。 

（最高裁判所ＨＰより） 

☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆ 

 
 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０ 月 １１月 １２月 累 計 
貸 出 人 数 １１ ４ ６ ４ ７ ４ ６ ４２ 

貸 出 本 数 ３２ １０ １８ １６ １５ １２ １９ １２２ 

 

 

 

新作ビデオが４３タイトル７９本届きました。一部をご紹介します。 

★ＦＣ２００８－００４ＶＨＳ『佐賀のがばいばあちゃん』…徳永昭広は小学１年生。父親の死後、広

島で居酒屋を営む秀子に女手一つで育てられていたが、祖母おさのの元に預けられることになり、佐

賀へ。おさのは貧乏だが節約の天才だった。昭広はおさのと暮らしながら、生活の知恵や人生を学ん

でいく。/泉ピン子/石田ゆり子/広田亮平  

★ＦＤ２００８－００４ＶＨＳ『亡国のイージス』…イージス艦『いそかぜ』が乗っ取られた。犯人は

副長の宮津と某国対日工作員のヨンファ。彼らの手にはわずか１リットルで東京を破滅させてしまう

という特殊兵器『グソー』が。『グソー』を奪還すべく先任伍長の千石がヨンファに立ち向かう。/真

田広之/中井貴一/佐藤浩市 

★ＦＢ２００８－０３６ＶＨＳ『ちびまる子ちゃん「夏の友情」の巻』…夏休みのある日、まる子たち

が公園で遊んでいると知らない男の子がやってきた。長野からおじいちゃんの家に来たシンゴ君だ。

シンゴ君と友達になったまる子たちは、西遊記ごっこをして遊ぶが、妖怪役のシンゴ君の迫真の演技

に驚くまる子たち。もしかしたらシンゴ君は本当の妖怪かもしれないと思うまる子たちだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

―３月― 

３／１  手話通訳者養成講座 

３／２  センター開館時間延長日 

３／８  手話通訳者養成講座 

 

※その他日程未定行事 

情報センター運営懇談会 

―１月― 

１／７  要約筆記養成講座応用課程 

１／１１ 手話通訳者養成講座 

１／１４ 要約筆記養成講座応用課程 

１／２１ 要約筆記養成講座応用課程 

１／２５ 手話通訳者養成講座 

１／２８ 要約筆記養成講座応用課程 

―２月― 

２／１  手話通訳者養成講座 

２／２  センター開館時間延長日 

２／４  要約筆記養成講座応用課程 

２／８  手話通訳者養成講座 

２／１５ センター開館日 

２／２２ 手話通訳者養成講座 
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